
 
 
 
 

アアンンケケーートト調調査査ななどどのの単単純純集集計計でではは見見ええなないい特特徴徴をを  
統統計計学学分分析析をを用用いいてて要要因因をを明明ららかかににすするる手手法法  
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概要 
市民や利用者からアンケートを取り、まちづくりなどの政策決定に活用する場合が多

いが、単純集計のみのケースが散見される。統計学の手法を用いて数理的に分析すると、

単純集計では分からなかった「どの要因が強く影響しているか」と言った、さまざまな

特徴や傾向を知ることができる。貴重なデータをあますことなく活用することが肝要で

ある。データの種類は数値に留まらず、テキストデータの分析も可能である。 

都市計画・まちづくりなどにおいての方針を単なる数字の多寡に留まらないアンケー

トデータの裏側に潜んでいる要因をもとに定めることを可能にする手法である。 

 

セールスポイント 

１．単純集計では分からないデータに潜んだ特徴や要因を把握できる。 

２．数字をもとに政策や方針などを論じることができる。 

 

企業等での活用例、今後の展望等 

１．都市計画やまちづくりの政策などの決定に説得力のあるエビデンスが得られる。 

２．市民や参加者が求めている本質を把握することができる。 

 
SDGs、ゼロカーボンへの寄与  
 都市・まちづくりの課題解決に向け、根拠のある方針立案が可能。（SDGs目標 11番） 
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分析の一例（因子分析） 

アンケート調査などの単純集計では見えない特徴
を統計学分析を用いて要因を明らかにする手法A12
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